
令和２（2020）年度 伊丹市人権に関する市民意識調査 

結果報告書【概要版】 

【調査の概要】 

調査の目的：人権と男女共同参画に関する市民意識の現状を把

握するとともに、今後の人権教育・啓発推進に関す

る基本方針及び男女共同参画計画の推進・見直し

の基礎資料として、調査を実施するものです。 

調査対象：伊丹市在住の 15 歳以上を無作為抽出 

調査期間：令和２年（2020 年）10 月 13 日から令和２年（2020 年）11 月 12 日 

調査方法：郵送による配布・回収 

 

 

 

 

【人権について】 

○市民一人ひとりの人権意識は５～６年前に比べて高くなっていると思う人 

“そう思う”の割合が 44.6％となっています。平成 27 年度調査と比較して 5.1 ポイント、平成 21

年度調査と比較して 4.8 ポイント、高くなっており、市民の人権全般に関する意識が高まっていることが

うかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない

そうは思わない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 1,384

平成27年度調査 1,458

平成21年度調査 1,052

兵庫県調査 1,338
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＜回収状況＞ 

配 布 数 
有効回答

数 

有効回答

率 

3,000 通 1,384 通 46.1％ 



回答者数 =

令和２年度調査 1,384

平成27年度調査 1,458

平成21年度調査 1,052

兵庫県調査 1,338
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○５～６年前に比べて人権が侵害されていることは減っていると思う人 

“そう思う”の割合が 35.7％となっています。平成 27 年度調査、平成 21 年度調査と比較して 2.5

ポイント、高くなっており、人権が侵害されていることは減っていると思う人が増えてきていることがう

かがえます。                
○今までに、他人の人権を侵害したことがあるか 

「ないと思う」の割合が 43.7％と最も高く、次いで「自分では気づかなかったが、あるかもしれない」

の割合が 40.1％となっています。 

平成２７年度調査と比べ、「自分では気づかなったが、あるかもしれない」の割合が 3.1 ポイント高く

なっており、「ないと思う」の割合が 4.7 ポイント低くなっています。                
そう思う どちらかといえばそう思う

どちらとも言えない どちらかといえばそう思わない

そうは思わない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 1,384

平成27年度調査 1,458

平成21年度調査 1,052

兵庫県調査 1,338
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ないと思う 自分では気づかなかったが、あるかもしれない あると思う わからない 無回答

回答者数 =

令和２年度調査 1,384

平成27年度調査 1,458

平成21年度調査 1,052

兵庫県調査 1,338

回答者数 =

令和２年度調査 1,384

平成27年度調査 1,458

平成21年度調査 1,052

兵庫県調査 1,338



 

○関心の高い人権問題 

「インターネットによる人権侵害の問題」の割合が 46.7％と最も高く、次いで「障がいのある人に関す

る問題」の割合が 37.2％、「女性に関する問題」の割合が 34.2％となっています。 

兵庫県調査と比べ、関心の傾向は似た傾向となっています。このことから、さまざまな人権課題に関し

ての関心は、多様化していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がいのある人に関する問題

部落差別などの同和問題

アイヌの人々に関する問題

日本に居住している外国人に関する問題

エイズ患者・ＨＩＶ（エイズ・ウイルス）感染者

等に関する問題

ハンセン病患者・回復者などに関する問題

新型コロナウイルス感染症に関する問題

刑を終えて出所した人に関する問題

犯罪被害者などに関する問題

インターネットによる人権侵害の問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者に関

する問題

ホームレスの人に関する問題

性的指向（異性愛・同性愛など）を理由とした

人権侵害の問題

性同一性障害（心と体の性が一致しない人）

に関する人権侵害

人身取引（性的搾取・強制労働などを目的と

した人身取引）に関する問題

東日本大震災やそれに伴う福島第一原子力

発電所の事故の発生による人権問題

働く人の権利に関する問題

環境と人にかかわる問題

その他の問題

特にない

無回答
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○人権啓発を進めるために、効果的な啓発活動 

「テレビ・ラジオ」の割合が 37.0％と最も高く、次いで「県・市の広報紙」の割合が 21.5％、「SNS 

（ツイッター、フェイスブックなど）、メールマガジン、ホームページなどのインターネット」の割合が

20.2％となっています。 

自分にとって身近な情報ツールで情報を得る人が多いため、SNS など各種情報媒体を活用し、あらゆる

人に対して、また、効果的な手法で、人権教育・啓発への取組が必要であることがうかがえます。 

 

発行年月 令和３年（2021 年）２月 発行 伊丹市市民自治部 共生推進室 同和・人権推進課 

〒 664-0898 兵庫県伊丹市千僧１丁目１番地 

電話：072-784-8077（人権）・072-784-8146（男女共同参画） 

％

テレビ・ラジオ

県・市の広報紙

車イスやアイマスクなどをもちいた障がい

のある人や高齢者などの疑似体験会

人権問題をテーマとしたイベント（講演会、

コンサート、展示会などを複合的に実施）

映画・ビデオ

新聞広告や記事

SNS （ツイッター、フェイスブックなど）、

メールマガジン、ホームページなどのイン

ターネット

講演会や講義形式の研修会・学習会

相互の理解を深めるための交流会

ワークショップ形式（専門家や人権侵害の

被害者などをまじえた少人数の討議・活

動）の研修会・学習会

パンフレット・ポスター

人権問題に関する小説、作文、標語などの

募集

人権問題をテーマとした展示会

その他

特にない

わからない

無回答
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